	平成19年度・前期学期

マクロ経済学Ｉ　

岡村　與子（t037778@t.daito.ac.jp）
	大東文化大学・経済学部

平成19年7月10日(火)
H19MacroEx4



【平成19年度・前期学期・マクロ経済学I・演習4】
	· 期末試験時に提出してください。

· 期末試験には、この問題集から2問程度を出題します。

· 期末試験には、筆記用具・電卓・定規の持ち込みを可としますが、それ以外は、この問題集の解答も含めて、不可とします。

· 計算に際しては、小数点以下第三位で四捨五入してください。


【問1】 ある企業が３つの投資プロジェクトを抱えている。それぞれのプロジェクトは、「現在」すべての費用を払い、1期後の「将来」すべての収益（利潤）を獲得するとする。
	
	プロジェクト名

	
	A
	B
	C

	「現在」
	支出
	300
	600
	400

	「将来」
	収益
	320
	660
	410


(1) それぞれのプロジェクトに対する内部収益率を求めなさい。

(2) 内部収益率の高いプロジェクトの順番にならべ、縦軸に内部収益率、横軸に投資総額をとり、棒グラフを描きなさい。
(3) 今、市場利子率が８%であるとき、この企業の総投資額を求めなさい。

【問2】次のように一般均衡モデルが与えられている場合、について後の問に答えなさい。

総需要関数：
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消費関数：
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投資需要：
[image: image3.wmf]90

=

I


但し、Ydは可処分所得、Gは政府支出でG=50と所与で与えられているとする。
(1) 今、政府一括税を課し、その値はT=20であるとする。このときの均衡国民所得と一括税の乗数を求めなさい。
(2) 次に、政府が定率税を課し、その税率が5％であり均衡財政政策を採っているとする。このときの均衡国民所得を求めなさい。
(3) （イ）場合の乗数はいくつになるか求めなさい。[ヒント：GがΔGだけあがった場合の均衡国民所得を表現し(イ)から引いてみる。]

Page 1

_1245591324.unknown

_1245591355.unknown

_1183812545.unknown

